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　The purpose of this paper is to explore the narrator’s motive for telling the story of The Great Gatsby by 

reconsidering one passage concerning Myrtle’s death. Nick who happens to know what happened on an accident 

remarks he cannot tell the fact because Tom might see a “connection” in it. To investigate what it means when 

he says “connection” is the more concrete purpose of this paper. 

　One of the unique points of this novel is that the narrator, Nick Carraway holds at the same time two roles 

as a narrator and a principal character. Taking this feature into consideration, this paper tries to take a deep 

look at this Nick from the both sides and eventually to unravel the real intention of his mysterious remarks. 

　Chapter 1 deals with one of the pragmatic features of Fitzgerald’s works which is usually called “double 

vision,” and verifies that this feature also applies to his character, Nick. Chapter 2 and 3 engage in a 

reconsideration of the car accident which caused Myrle’s death, and try to find a clue to unravel his motive for 

narrating in a new scenario brought by it. This paper finally concludes that Nick’s motive for narrating can be 

found in his way of self-protection in terms of sharing his experience with readers. 
　

407

102

ヴァナキュラー文化としてのポッドキャスト
――スコットランド独立運動における「新しい聴く文化」――

加 藤 昌 弘

はじめに

　クリスマスが近づく 2004 年末の喧騒の中だったか、当時とにかくアップル社の携帯音楽プレイ
ヤーである iPod は売れに売れていて、どこも品薄だった記憶がある。というのも、価格もだいぶ
落ち着いてきた 20GB のハードディスクを内蔵した第 4 世代モデル。その在庫を大阪駅の JR 高架
下に店舗を構えていたパソコン量販店で偶然見つけて買い求めたときの興奮を、私はいまだに鮮
明に思い出すことができるからである。当時の私にとって、そして世界中のおおかたの iPod ユー
ザーにとっても、その最新ガジェットの魅力はおよそ 5,000 曲をポケットに収めて持ち運び、場所
に縛られず好きなタイミングでお気に入りの音楽を聴くことができることだった。
　ところが、この iPod に代表されるデジタルオーディオプレイヤーは、音楽を楽しむという本来
の機能とはやや異なる副産物的な文化、しかし今となっては極めて重要なポッドキャストと呼ばれ
る新しい文化の象徴となった。iPod でポッドキャストを聴く環境が整ったのは 2005 年だった。時
代はまだスマートフォンが本格的に普及する前夜で、日本や英米など情報通信環境がいち早く普及
した地域では、各家庭にインターネット回線とパーソナルコンピュータが行き渡りつつあった頃で
ある（総務省，2005）。
　本稿はこの 2000 年代半ばに生じたポッドキャストを、マイノリティが自らの声を再発見し、人
と人がつながる共同体の感覚を醸成する役割を果たす現代のヴァナキュラー文化として位置づけ、
考えていく。これまでヴァナキュラーは、特定の地域や土地といったローカルに根差した言語や建
築など、どこかでそれらが非標準的であることを含意しつつ、ときに世界的な均質化を迫るグロー
バル化と対比する限定された文脈で用いられてきた。しかし現在のヴァナキュラーへの注目は、よ
り広がりを見せている。文化人類学者の今福龍太が論じたように、特定の土地に根ざしながらもこ
れまで無視されてきた「普通の人々」や「日常の場所」が隠し持っている文化的な力をあぶり出す
戦略的な概念としてもヴァナキュラーは用いられる（今福，2003）。近年ではフォークロアと対照さ
れてきた民俗学を「ヴァナキュラー・スタディーズ」として再定義しようとする島村恭則による試
みのように、ますますヴァナキュラーという概念を通した非エリートの日常性へのまなざしは重き
を置かれつつある（島村，2020）。
　ヴァナキュラー文化は、こうした背景を踏まえながらウェルズ恵子が「ある集団の人々の生活に
深く関連した文化と、特定の時期や時代や状況や土地で発生した文化、および、そうした文化の底
流となっている伝統」と定義したように（ウェルズ，2018）、政府や文化エリートのような権威にと
らわれない通俗的な文化や、時代を問わず大衆の日常生活に根ざしている大衆文化への関心に根ざ
している。これは社会史や文化史が光を当てようとする私たちが見過ごしてきた過去への視点と共
鳴するし、スチュアート・ホールら英国流のカルチュラル・スタディーズによる労働者階級や移民
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文化社会に対するまなざしとも多分に重なり合う。ウェルズが強調するように、ヴァナキュラー文
化研究とは、決して民俗学に限定されるものではなく、もっと学際的な広がりの可能性を秘めた領
域だと言えるだろう。
　そのような近年のヴァナキュラー文化研究の一端を担うことを念頭に置きつつ、まずは近年「新
しい聴く文化」として注目されるポッドキャストを、「参加型文化」と「親密性の架け橋」という
点で、社会の中のマイノリティにとっての重要なメディア文化として先行研究を整理する。そして
マイノリティに関わるケーススタディとして、スコットランドにおける自治あるいは独立を求める
運動を取り上げ、2014 年 9 月に実施された連合王国からのスコットランド独立の是非を問う住民
投票に先立って配信を開始した二つのポッドキャスト番組の試みを紹介する。最終的にはスコット
ランドの独立運動においてさまざまな参加型文化が果たしてきた役割に鑑みながら、新たにポッド
キャストに期待される役割について批判的に考察してみたい。

1 ．ポッドキャストとは何か

（1）ポッドキャストの定義と仕組み
　ポッドキャスト（ポッドキャスティング）とは、アップル社の iPod と、放送を意味するブロード
キャスティングをかけ合わせた造語である。この新語の出自を特定することは困難だが、一般的に
は 2004 年の英紙『ガーディアン』のベン・ハマースリーの記事がポッドキャストの初出として広
く認識されている（Cridland，2022）。当時、RSS と呼ばれるインターネット上の効率的な情報配信
の仕組みが、文字情報だけでなく圧縮された音声ファイルの配信にも利用され始めた状況を踏まえ
て、ジャーナリストのハマースリーは「革命が聞こえる（Audible Revolution）」と題して、インター
ネットを通じた新しい音声配信の仕組みの登場を広く読者に紹介した。 

「今になってみて考えれば、全ては当たり前のことに思える。アップル社の iPod のような
MP3 プレイヤーを私たちはポケットに入れて持ち運び、安価あるいは無料のオーディオ編集
ソフトウェアが登場し、そしてブログがインターネットの一角を占めるようになった。これら
全てがアマチュアによるラジオという新しいブームの礎となっている。しかしそれをなんと呼
べばいいだろう？オーディオブロギング？ポッドキャスティング？それとも、ゲリラメディア
とでも？」（Hammersley，2004）

　ここでハマースリーは、iPod というデジタルオーディオプレイヤー、各家庭に普及したパーソ
ナルコンピュータ、そして情報通信回線としてのインターネットという三つの要素が組み合わさっ
たことで、新しい音声配信のブームが生じていると分析している。ここで興味深いのは、彼は新し
いブームを説明する際に「アマチュアによるラジオ」という読者にとって馴染みの深い比喩を用い
ながらも、提案する新興メディアの三つの名前候補のどれにも「ラジオ」を用いなかったことだろ
う。「オーディオブロギング」とは文字通り、テキスト（文字）の代わりにオーディオ（音声）を用
いたブログ（日記やエッセイをインターネット上に掲載する仕組み）を意味する。「ゲリラメディア」とは、
エリートによって管理される中央集権的なマスメディアに対して戦いを挑む無数の不正規兵たちに
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文化社会に対するまなざしとも多分に重なり合う。ウェルズが強調するように、ヴァナキュラー文
化研究とは、決して民俗学に限定されるものではなく、もっと学際的な広がりの可能性を秘めた領
域だと言えるだろう。
　そのような近年のヴァナキュラー文化研究の一端を担うことを念頭に置きつつ、まずは近年「新
しい聴く文化」として注目されるポッドキャストを、「参加型文化」と「親密性の架け橋」という
点で、社会の中のマイノリティにとっての重要なメディア文化として先行研究を整理する。そして
マイノリティに関わるケーススタディとして、スコットランドにおける自治あるいは独立を求める
運動を取り上げ、2014 年 9 月に実施された連合王国からのスコットランド独立の是非を問う住民
投票に先立って配信を開始した二つのポッドキャスト番組の試みを紹介する。最終的にはスコット
ランドの独立運動においてさまざまな参加型文化が果たしてきた役割に鑑みながら、新たにポッド
キャストに期待される役割について批判的に考察してみたい。

1 ．ポッドキャストとは何か

（1）ポッドキャストの定義と仕組み
　ポッドキャスト（ポッドキャスティング）とは、アップル社の iPod と、放送を意味するブロード
キャスティングをかけ合わせた造語である。この新語の出自を特定することは困難だが、一般的に
は 2004 年の英紙『ガーディアン』のベン・ハマースリーの記事がポッドキャストの初出として広
く認識されている（Cridland，2022）。当時、RSS と呼ばれるインターネット上の効率的な情報配信
の仕組みが、文字情報だけでなく圧縮された音声ファイルの配信にも利用され始めた状況を踏まえ
て、ジャーナリストのハマースリーは「革命が聞こえる（Audible Revolution）」と題して、インター
ネットを通じた新しい音声配信の仕組みの登場を広く読者に紹介した。 

「今になってみて考えれば、全ては当たり前のことに思える。アップル社の iPod のような
MP3 プレイヤーを私たちはポケットに入れて持ち運び、安価あるいは無料のオーディオ編集
ソフトウェアが登場し、そしてブログがインターネットの一角を占めるようになった。これら
全てがアマチュアによるラジオという新しいブームの礎となっている。しかしそれをなんと呼
べばいいだろう？オーディオブロギング？ポッドキャスティング？それとも、ゲリラメディア
とでも？」（Hammersley，2004）

　ここでハマースリーは、iPod というデジタルオーディオプレイヤー、各家庭に普及したパーソ
ナルコンピュータ、そして情報通信回線としてのインターネットという三つの要素が組み合わさっ
たことで、新しい音声配信のブームが生じていると分析している。ここで興味深いのは、彼は新し
いブームを説明する際に「アマチュアによるラジオ」という読者にとって馴染みの深い比喩を用い
ながらも、提案する新興メディアの三つの名前候補のどれにも「ラジオ」を用いなかったことだろ
う。「オーディオブロギング」とは文字通り、テキスト（文字）の代わりにオーディオ（音声）を用
いたブログ（日記やエッセイをインターネット上に掲載する仕組み）を意味する。「ゲリラメディア」とは、
エリートによって管理される中央集権的なマスメディアに対して戦いを挑む無数の不正規兵たちに
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よるインディペンデントなメディアを思わせる。この中から「ポッドキャスティング（ポッドキャス

ト）」という名前が定着したのは歴史上の偶然かもしれないが、その他の忘れ去れていった二つの
候補も、ポッドキャストがいかにラジオとは異なるメディアとしてイメージされていたのかを色濃
く伝えている。
　こうして 2000 年代半ばに生じたポッドキャストは、決して主流文化とは言えないインターネッ
ト文化のひとつでありながら、iPod のようなデジタルオーディオプレイヤーの普及に後押しされ、
徐々に大衆的な日常生活に定着していった。このブームは英語圏で始まり、各地域の情報通信環
境などの要因によって疎密はあるが、 世界各地のヴァナキュラーな言語によって配信されるように
なった（Royston，2021）。日本でも 2005 年から 2007 年にかけて多くのポッドキャストの解説書が出
版されるなど日本語ポッドキャストが最初のブームを迎えたのち、幾度かの注目と忘却の過程を経
験しながらも着実にメディアとしての規模を拡大している過程にある。
　ポッドキャストとラジオは何が違うのだろうか。気軽なおしゃべりから骨太なドキュメンタリや
最新のニュース番組まで、音声を中心としたオーディオ・コンテンツであるポッドキャストは、表
面的にはラジオにとてもよく似ている。ポッドキャストはこれまでラジオが聞かれていたようなタ
イミング、例えば移動中や家事の最中などに聴取されることが多い（オトナル・朝日新聞，2022）。こ
うした極めてラジオ的な特徴から、ポッドキャストはしばしばインターネットを通じたラジオとし
て説明されてきた。近年は聴取者の減少に苦慮する既存のラジオ局が、インターネットを利用する
ポッドキャスト配信に積極的に参入したことによって、ラジオとポッドキャストの境界線はますま
す曖昧になりつつある。
　ラジオとポッドキャストを区別する先駆的な研究としてみなされるのは、英サンダーランド大学
で音声メディアを研究し、自身もコミュニティラジオ局「スパーク」の運営に関わるリチャード・
ベリーによる 2006 年の論文である。彼の「iPod はラジオ・スターを殺すのか」と表題がつけられ
た論文は――これは時代から去りゆくメディアとしてのラジオをノスタルジックに歌ったバグルス
の 1979 年のヒット曲「ビデオがラジオ・スターを殺した（邦題「ラジオ・スターの悲劇」）」にひっか
けたものだが――私たちがポッドキャストを「ラジオ」と表現してしまうことで失われてしまう多
くのあたらしい性質への注目を促している（Berry，2006：155）。
　ベリーによれば、多くのポッドキャストがパーソナリティによるトークを中心に置き、会話の合
間にジングルや音楽を挟みこむラジオ的な構成をとっているが、同じ番組であっても各回の長さは
常に一定ではないこと、そしてラジオのように特定の日時に配信されず、ほとんどが不定期の配信
であることを指摘している（ibid.：155-6）。ポッドキャストの制作者がそのような不規則なスタイル
で配信しうるのは、そのオーディエンスであるリスナーたちもまた、番組を聴取する時間帯や場所
において自由だからである。この自由を提供したのが、インターネットによって番組コンテンツを
音声ファイルとしてリスナーがダウンロードできる環境、そしてその音楽ファイルを持ち運ぶた
めの iPod のような携帯デジタルオーディオプレイヤーだった。これらの機器は、やがてスマート
フォンによって置き換えられていくことになる。
　また、論文集『ポッドキャスティング』（2018 年）を出版し、近年のポッドキャスト研究を牽引
する英ブライトン大学のダリオ・リナレスらは、ポッドキャストがインターネットを利用すること
によってラジオ局のネットワークを迂回し、独自のコンテンツを直接リスナーに届けたいという欲
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望に根差したメディアである点を強調する（Llinares, Neil and Berry，2018）。メンフィス大学のクリ
ス・マークマンの研究が示すように、アマチュアのポッドキャスターの多くが、自分たちでもラジ
オをやってみたいという動機によってポッドキャストを始めている（Markman，2012）。ベリーは、
2016 年の論文であらためてラジオとポッドキャストの違いについて検討した際に、マークマンの
議論を引き継ぎながら、ポッドキャスターたちは商業ラジオを代替しようとしているのではなく、
商業的なマスメディアではカヴァーできないニッチな趣味や関心を拾いあげ、隙間を埋めるような
役割を果たしている点を強調している（Berry，2016）。まさにポッドキャストは、私たちの日常性
を広く発信し共有することができるような、現代のヴァナキュラー文化のプラットフォームになっ
ているのである。

（2）マイノリティにとっての「新しい聴く文化」の意義
　ポッドキャストを声の文化というよりは「聴く文化」としての側面を強調する英ブライトン大学
のダリオ・リナレスらは、カルチュラル・スタディーズの諸成果、例えばマイケル・ブルとレス・
バックが社会における視覚文化の優越に対するカウンターとして企図した「聴く文化」の議論の
先に、ポッドキャスト研究を位置づける（Llinares, Neil and Berry，2018）。マイケル・ブルは、まさ
にポッドキャストが iPod という携帯型オーディオプレイヤーと不可分であったように、かつてソ
ニーのウォークマンがもたらした「街を歩きながら音楽を聴く」という新たな日常的体験に注目し
た研究でも知られている（Bull，2000）。ブルをウォークマン研究に駆り立てたのは、現代の都市研
究あるいは文化研究における「聴くこと」への関心の欠如だった（Ibid.：2）。ブルが強調したのは、
街で流れる音楽と言っても、それが街頭のスピーカーや店内放送から不特定多数に向けて流される
音楽ではなく、それぞれの個人が耳に装着したイヤフォンを通じて、別々の音楽を聴きながら街を
歩く状況の新しさだった。
　もちろんメディア研究も同様に「聴くこと」に関心を払ってきた。そこで指摘されてきたのが、
ラジオという近代的なメディアがもたらす親密性の問題である。社会学者の福永健一が整理したよ
うに、ラジオを通じて聞こえてくる電気的に増幅された「声」に惹きつけられてしまうことは、ラ
ジオ研究の初期からの疑問のひとつだった（福永，2015）。リスナーはその声を発する人間に対する
個性や人格を声から理解し、まさにその「パーソナリティ」との間に親密な関係性を想像する。も
ちろんラジオ側もそのような特徴を知悉し、話す速度や音程、雰囲気などを洗練させることによっ
て「ラジオというメディアに適した声」を創り出してきさえしたのである（同上：126-7）。
　こうした議論を踏まえて、ポッドキャストはラジオとは異なる「親密性の架け橋」になること
ができると考えるのが、ニューサウスウェールズ大学のウカシュ・シュアンテクである（Swiatek，

2018）。ポッドキャストはラジオと同じような親密なメディアという特徴を持ちながら、彼によれ
ば、ポッドキャストは参加型メディアである特徴を生かして、これまでは分断されていた人びとを
繋ぐ役割を果たしている。ここで興味深いのは、ポッドキャストがポッドキャスターとリスナーの
あいだの感情的なつながりを作り上げていくことは、社会的にせよ政治的にせよ、何らかのゴール
を目指して団結するコミュニティの形成を促すという点である。ここでシュアンテクは性的マイノ
リティを支援する団体によるポッドキャストの例を出しながら、個人と個人をつなぐメディアであ
るポッドキャストが、社会・文化的な境界線や、時間や距離の隔たりを克服し、本来は出会わない
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望に根差したメディアである点を強調する（Llinares, Neil and Berry，2018）。メンフィス大学のクリ
ス・マークマンの研究が示すように、アマチュアのポッドキャスターの多くが、自分たちでもラジ
オをやってみたいという動機によってポッドキャストを始めている（Markman，2012）。ベリーは、
2016 年の論文であらためてラジオとポッドキャストの違いについて検討した際に、マークマンの
議論を引き継ぎながら、ポッドキャスターたちは商業ラジオを代替しようとしているのではなく、
商業的なマスメディアではカヴァーできないニッチな趣味や関心を拾いあげ、隙間を埋めるような
役割を果たしている点を強調している（Berry，2016）。まさにポッドキャストは、私たちの日常性
を広く発信し共有することができるような、現代のヴァナキュラー文化のプラットフォームになっ
ているのである。

（2）マイノリティにとっての「新しい聴く文化」の意義
　ポッドキャストを声の文化というよりは「聴く文化」としての側面を強調する英ブライトン大学
のダリオ・リナレスらは、カルチュラル・スタディーズの諸成果、例えばマイケル・ブルとレス・
バックが社会における視覚文化の優越に対するカウンターとして企図した「聴く文化」の議論の
先に、ポッドキャスト研究を位置づける（Llinares, Neil and Berry，2018）。マイケル・ブルは、まさ
にポッドキャストが iPod という携帯型オーディオプレイヤーと不可分であったように、かつてソ
ニーのウォークマンがもたらした「街を歩きながら音楽を聴く」という新たな日常的体験に注目し
た研究でも知られている（Bull，2000）。ブルをウォークマン研究に駆り立てたのは、現代の都市研
究あるいは文化研究における「聴くこと」への関心の欠如だった（Ibid.：2）。ブルが強調したのは、
街で流れる音楽と言っても、それが街頭のスピーカーや店内放送から不特定多数に向けて流される
音楽ではなく、それぞれの個人が耳に装着したイヤフォンを通じて、別々の音楽を聴きながら街を
歩く状況の新しさだった。
　もちろんメディア研究も同様に「聴くこと」に関心を払ってきた。そこで指摘されてきたのが、
ラジオという近代的なメディアがもたらす親密性の問題である。社会学者の福永健一が整理したよ
うに、ラジオを通じて聞こえてくる電気的に増幅された「声」に惹きつけられてしまうことは、ラ
ジオ研究の初期からの疑問のひとつだった（福永，2015）。リスナーはその声を発する人間に対する
個性や人格を声から理解し、まさにその「パーソナリティ」との間に親密な関係性を想像する。も
ちろんラジオ側もそのような特徴を知悉し、話す速度や音程、雰囲気などを洗練させることによっ
て「ラジオというメディアに適した声」を創り出してきさえしたのである（同上：126-7）。
　こうした議論を踏まえて、ポッドキャストはラジオとは異なる「親密性の架け橋」になること
ができると考えるのが、ニューサウスウェールズ大学のウカシュ・シュアンテクである（Swiatek，

2018）。ポッドキャストはラジオと同じような親密なメディアという特徴を持ちながら、彼によれ
ば、ポッドキャストは参加型メディアである特徴を生かして、これまでは分断されていた人びとを
繋ぐ役割を果たしている。ここで興味深いのは、ポッドキャストがポッドキャスターとリスナーの
あいだの感情的なつながりを作り上げていくことは、社会的にせよ政治的にせよ、何らかのゴール
を目指して団結するコミュニティの形成を促すという点である。ここでシュアンテクは性的マイノ
リティを支援する団体によるポッドキャストの例を出しながら、個人と個人をつなぐメディアであ
るポッドキャストが、社会・文化的な境界線や、時間や距離の隔たりを克服し、本来は出会わない
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はずの集団を結びつける力について論じている。聴くことは、パワーをもたらしうるのだ。
　このような「新しい聴く文化」としてのポッドキャストは、これまでの社会においてマイノリ
ティに属してきたような集団にとっては、自分たちの声を発信するだけでなく、その声を共有する
親密性のコミュニティを形成できる可能性を持っている。ベリーが、ポッドキャストを「オーディ
エンスたちの声の再発見」として高く評価したように（Berry，2006）、誰にでも発信側としての参
入の機会を与えているポッドキャストは、参加型文化を担うメディアとなっている。メディア・コ
ンヴァージェンスの論者としてよく知られるヘンリー・ジェンキンズは、米国の現代文化を概観し
ながら、アマチュアによる歌唱やダンスなど、マスカルチャーの台頭によって社会の周縁に追いや
られた民俗文化と呼びうるような「草の根の創造性の再登場」が、ウェブによって頂点に達したと
整理している（ジェンキンズ，2021：250-2）。ジェンキンズは、大衆による創作が商業文化との対話の
中で形成され、しばしば商業文化のスタイルを模倣し、材料を転用していることは当然であるとす
る（同上：252-4）。そのような借用の数々によって、大衆はかつて商業文化に奪われたヴァナキュ
ラーな文化を、自分たちの手に「引き戻す」のである（同上：251）。
　その一方でスペインのメディア社会学者であるガルシア゠マリンは、確かに新時代のウェブを基
盤とするポッドキャストが「声なき者」が自らの声を発することができる参加型文化のメディアに
なっていることを認めながらも、その半世紀ほど前から存在するジンの文化からの延長線上にポッ
ドキャストを位置づけ、批判的に考察している（García-Marín，2020：120）。発信者とオーディエンス
の間の垣根が極めて低いメディアを媒介に形成される参加型文化は、決してウェブ上だけに限られ
るわけではない。歴史的にはジンやファンジンと呼ばれる出版社や大手流通を通さない小規模な出
版メディアも重要な参加型メディアとして数えられてきたし、そこには日本におけるオーディエン
スによるテクストの能動的な読みに基づく二次創作を含めた同人誌文化を連ねることもできる。だ
からこそガルシア゠マリンは、ジンの時代からポッドキャストに至るまで歴史的に変わらぬ参加
型文化の問題点として、その小さなメディアで発せられる小さな声が誰かに「聴かれること」の
困難さを指摘している（ibid.：121）。例えば大量の情報が行き交うウェブの中から、誰かに自分の

「声」を拾いあげてもらうためには、Google のような検索エンジンにせよ、Apple や Spotify のよ
うなポッドキャストのプラットフォームにせよ、検索結果の順位が大きな意味を持ち、ほとんどの
場合、検索結果の順位は大規模な企業や組織にとって有利に働いている。彼はこの構造からポッド
キャストも自由ではなく、名もなき市民の声よりも実社会で大きな影響力を持っているエリートの
声を目立たせる結果になっている点を批判している（ibid.）。

2 ．事例研究：スコットランド独立運動とポッドキャスト

（1）海賊ラジオからポッドキャストへ
　イギリスという連合王国の中に属するスコットランドにとってポッドキャストのようなメディア
が重要なのは、イギリスからの自治や独立をめざす運動がこれまでずっとマイノリティの声として
位置づけられてきたからである。現在のスコットランドは地域としても国としても想像されるが、
少なくとも中世にはスコットランド王国として独自の王権と国家を形成していたと考えられてい
る。しかしながら 1707 年にイングランドとスコットランドが連合王国を形成したことで、スコッ
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トランドは政治制度の上では近代的な主権国家としてではなく、連合王国であるイギリスの中の一
地域として位置づけられた。その結果、スコットランドの研究者たちが指摘してきたように、ス
コットランドは近代的な国民意識を形成するための鍵となるナショナル・メディアを有することな
く、制度的にもアイデンティティの上でも、英国に従属するローカルな位置にとどまってきたので
ある（加藤，2008）。
　そのような歴史を反映する事例としては、1950 年代のスコットランドにおいてイギリスの公営
放送である英国放送協会（BBC）の深夜帯のテレビ電波を違法に乗っ取り、自治・独立の主張を繰
り広げた海賊ラジオ「ラジオ・フリー・スコットランド」がある（加藤，2016）。当時 BBC の全国
放送においては、スコットランドの地域政党であるスコットランド国民党に対する割り当て時間が
無く、スコットランドにとっては公平とは言い難かった。そのような状況下で、一般人たちが警察
の目を逃れて都市内で毎晩のように小型の電波送信機を移動させながら、市民による「参加型文
化」としての海賊ラジオが、イギリスという巨大な敵に対するゲリラ戦を挑んでいたのである（同

上：340）。これはポッドキャスト以前、マスメディアのネットワークを迂回するインターネットの
ような手段が手元になかった時代に、マイノリティが声を発し、親密なコミュニティを形成するた
めに戦った一例として位置づけることができる。その後もスコットランド独立運動は、チラシやミ
ニコミ誌などの小さなメディアを駆使し、新聞やテレビ・ラジオといったマスメディアを迂回しな
がらも、現在までマイノリティによる社会運動として存続してきた（加藤，2018）。
　2014 年 9 月 18 日にスコットランドでは、イギリス政府との合意にもとづいて、連合王国からの
スコットランド独立の是非を問う住民投票が実施され、結果は賛成が 44.7％、反対が 55.3％とほぼ
半々に拮抗しながら独立は否決された。住民投票の結果はともかく、約 84.6％という極めて高い投
票率まで達した住民投票前の盛り上がりを支えたキャンペーンでは、独立賛成派の象徴となった

「YES キャンペーン」を率いたスティーヴン・ヌーンがブログを通じて、マスメディアを迂回しな
がら自身の声を直接語りかけようとしていた（Torrance，2012；2014；Noon，2014）。賛成派・反対派
のどちらも街頭での活動はもちろん、オンライン上のウェブやソーシャルメディアにおける活動が
大きな役割を果たした（浦口，2017）。

（2）二つのポッドキャスト番組
　そのようにしてマスメディアでの報道に対して批判を加えつつ距離をとり、あくまでも草の根で

「YES キャンペーン」を展開していった独立賛成派にとっては、ブログやソーシャルメディアに加
えて、ポッドキャストも重要なメディアだった。ほぼ半々と拮抗した結果からもわかるように、独
立の是非をめぐる議論は僅差のまませめぎ合っていた。独立賛成派は、独立反対派のキャンペーン
である「Better Together」に対してだけでなく、イギリス寄りの立場を取ってニュース報道する
マスメディアによって醸成される反独立の雰囲気（Greig，2016）にも敏感に反応し、声を発し続け
る必要があった。
　ここで 2014 年当時も配信されていた二つのポッドキャスト『The Scottish Independence 
Podcast』（図 1 ）と『Scottish Independence Podcast – IndyLive Podcast（以下、IndyLive Podcast と

表記）』（図 2 ）に注目したい。両者共に青地に白い斜め十字が印象的なスコットランドの国旗をモ
チーフにしたシンボル画像を用いている上に、似通った番組名で判別が難しいが、どちらも 2014
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トランドは政治制度の上では近代的な主権国家としてではなく、連合王国であるイギリスの中の一
地域として位置づけられた。その結果、スコットランドの研究者たちが指摘してきたように、ス
コットランドは近代的な国民意識を形成するための鍵となるナショナル・メディアを有することな
く、制度的にもアイデンティティの上でも、英国に従属するローカルな位置にとどまってきたので
ある（加藤，2008）。
　そのような歴史を反映する事例としては、1950 年代のスコットランドにおいてイギリスの公営
放送である英国放送協会（BBC）の深夜帯のテレビ電波を違法に乗っ取り、自治・独立の主張を繰
り広げた海賊ラジオ「ラジオ・フリー・スコットランド」がある（加藤，2016）。当時 BBC の全国
放送においては、スコットランドの地域政党であるスコットランド国民党に対する割り当て時間が
無く、スコットランドにとっては公平とは言い難かった。そのような状況下で、一般人たちが警察
の目を逃れて都市内で毎晩のように小型の電波送信機を移動させながら、市民による「参加型文
化」としての海賊ラジオが、イギリスという巨大な敵に対するゲリラ戦を挑んでいたのである（同

上：340）。これはポッドキャスト以前、マスメディアのネットワークを迂回するインターネットの
ような手段が手元になかった時代に、マイノリティが声を発し、親密なコミュニティを形成するた
めに戦った一例として位置づけることができる。その後もスコットランド独立運動は、チラシやミ
ニコミ誌などの小さなメディアを駆使し、新聞やテレビ・ラジオといったマスメディアを迂回しな
がらも、現在までマイノリティによる社会運動として存続してきた（加藤，2018）。
　2014 年 9 月 18 日にスコットランドでは、イギリス政府との合意にもとづいて、連合王国からの
スコットランド独立の是非を問う住民投票が実施され、結果は賛成が 44.7％、反対が 55.3％とほぼ
半々に拮抗しながら独立は否決された。住民投票の結果はともかく、約 84.6％という極めて高い投
票率まで達した住民投票前の盛り上がりを支えたキャンペーンでは、独立賛成派の象徴となった

「YES キャンペーン」を率いたスティーヴン・ヌーンがブログを通じて、マスメディアを迂回しな
がら自身の声を直接語りかけようとしていた（Torrance，2012；2014；Noon，2014）。賛成派・反対派
のどちらも街頭での活動はもちろん、オンライン上のウェブやソーシャルメディアにおける活動が
大きな役割を果たした（浦口，2017）。

（2）二つのポッドキャスト番組
　そのようにしてマスメディアでの報道に対して批判を加えつつ距離をとり、あくまでも草の根で

「YES キャンペーン」を展開していった独立賛成派にとっては、ブログやソーシャルメディアに加
えて、ポッドキャストも重要なメディアだった。ほぼ半々と拮抗した結果からもわかるように、独
立の是非をめぐる議論は僅差のまませめぎ合っていた。独立賛成派は、独立反対派のキャンペーン
である「Better Together」に対してだけでなく、イギリス寄りの立場を取ってニュース報道する
マスメディアによって醸成される反独立の雰囲気（Greig，2016）にも敏感に反応し、声を発し続け
る必要があった。
　ここで 2014 年当時も配信されていた二つのポッドキャスト『The Scottish Independence 
Podcast』（図 1 ）と『Scottish Independence Podcast – IndyLive Podcast（以下、IndyLive Podcast と

表記）』（図 2 ）に注目したい。両者共に青地に白い斜め十字が印象的なスコットランドの国旗をモ
チーフにしたシンボル画像を用いている上に、似通った番組名で判別が難しいが、どちらも 2014
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年 9 月のスコットランド独立の是非を問う住民投票に先駆けて、スコットランド独立運動に賛成す
る立場からポッドキャストの配信を開始した点で共通している。
　一つめの『The Scottish Independence Podcast』は、特定の政党や企業とは繋がりのないイン
ディペンデントなポッドキャストである。2012 年 9 月に配信を開始して、「スコットランド独立運
動を特集する最初かつ最古のポッドキャスト」を自称する。マイケル・グリーンウェルと名乗る個
人が番組を制作・配信している。彼は「インディペンデントなスコットランド独立主義者で、特定
の団体のメンバーではない」ことを番組のブログでも強調し、数多くの職業を転々としてきたこと
を綴ることでも放送や番組制作のプロフェショナルではないアマチュアのポッドキャスターである
ことを印象づけている。
　このグリーンウェル個人の熱意と努力によって続けられてきたポッドキャストは、本稿執筆時の
2022 年 11 月の時点では、2020 年 6 月の 187 回目が最新のエピソードとして配信されている（ただ

し番組内のサブ番組まで含めると 300 回弱となる）。ここ 2 年ほどは配信が途絶えていることからわかる
ように、あくまでも個人の熱意によって、かつ生業としてではなく副業や趣味として配信される多
くのインディペンデントなポッドキャストには配信間隔の不安定さがつきものである。しかし番組
ブログでは、2022 年 6 月に仕事や育児といった個人的な事情で配信が滞っていることを綴り、新
たなプロジェクトを立ち上げたいという意志をグリーンウェルは示している（Greenwell，2022）。
　配信間隔同様、各番組の長さや内容も大きくばらつきがあるが、その中でポッドキャスターとリ
スナーの間の親密な関係を想起させるエピソードがある。住民投票が実施された 2014 年 9 月 18 日
が明けて、19 日の未明までに住民投票の結果が明らかになった直後、スコットランド独立が否決
された結果に対して、詳細欄に「我々はもう一度やれる（We’ll do again）」とだけ記された 4 分間の
エピソードが配信された。

「どうも、スコッティッシュ・インディペンデンス・ポッドキャストです。グラスゴーにある
パブのトイレの近くで現地収録しています。今日はもうどこかに出かけてみた？　私たちはよ
くやったし、私たち自身のことを誇らしく思っているという物語は目にするけど、お祝いの様

図 1
『The Scottish Independence Podcast』

図 2
『Scottish Independence Podcast – IndyLive Podcast』
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子はまったく見かけないね。今はそこまで私はいけなかった。でもまだこれは第一ラウンドで
す。最終的には私たちはそこにたどり着けるはずです。……（中略）……不可能はない。今は
ただ涙を地面に落とすことを許してほしい。自信を失わないで。」（Greenwell，2014）

　上記引用は、番組エピソード冒頭の、かなり雑音混じりの環境で収録したと思われる 1 分ほどの
トークから筆者が書き起こして訳出したものである。ここでは独立反対がわずかに上回った住民投
票の結果に打ちのめされながらも、飾らず、率直にリスナーに対して語りかけるポッドキャスター
の姿をみてとれる。ここではおそらく意図せず「私」と「私たち」が混在しており、独立まで到達
できなかったことが個人的な物語としても、最後には独立まで到達できるはずだというメッセージ
はリスナー全員に対する呼びかけとしても響いている。このポッドキャスター自身の声に耳を傾け
る無数のリスナーたちが感情的なつながりを感じるような、スコットランド独立という目的のため
に形成したコミュニティがこのポッドキャストには確かに存在したのである。
　この『The Scottish Independence Podcast』は、2014 年 9 月 18 日の住民投票の前後の配信は、
6 月に 7 つ、7 月に 7 つ、8 月に 8 つ、9 月に 9 つと投票日に向けてハイペースに番組を配信した。
それぞれのエピソードは 30 分前後を標準としながら一定ではなく、長いと 60 分を超えることも
あった。しかし住民投票の否決後、この 2014 年 9 月 20 日の配信の後は、10 月には 2 つ、11 月に
は 2 つ、そしてその後は翌年 2015 年の 2 月まで番組の配信がなかった。このポッドキャストの沈
黙すら感情的であり、コミュニティ全体に対するメッセージ性をはらんでいると言えるのではない
だろうか。
　二つめのポッドキャストである『IndyLive Podcast』は 2013 年から番組を開始していて、現
時点まで精力的に新しいエピソードを配信し続けている。先述の『The Scottish Independence 
Podcast』とは大きく異なるこの番組の特徴は、個人ではなく組織によって制作・配信されている
ことである。番組ページでは「普通のスコットランド人たち」が集まったチームで制作されている
ことが明記されているし、スコットランドに拠点をおいて活動する「インディペンデンスライブ・
メディア」の一部門であることを謳っている。したがって配信するコンテンツはポッドキャストだ
けでなく、動画共有サイト YouTube を用いた生中継とアーカイブ映像にも大きな比重を置いてい
る。テロップなどオーバーレイさせる映像の仕上がりは、テレビのニュース番組的であり、アマ
チュア的ではあるが同時にプロフェショナルを意識している。かつてスコットランド自治議会の主
席大臣を務めたアレックス・サモンド――しかしその後 2018 年に性的スキャンダルでスコットラ
ンド国民党を追われ、自らの政党であるアルバ党を立ち上げて活動をしている――の講演会の様子
など、衆目を集める企画を多数配信している。
　この「インディペンデンスライブ・メディア」は、2013 年 11 月以降、1,000 を超える独立関連
イベントを全て無料で中継してきたと記してある通り、ポッドキャストは活動全体のなかの一部分
に過ぎない。独自の YouTube チャンネルにも 2013 年 12 月公開の動画を最古として、現時点まで
に多くの動画が公開されている。チャンネル登録者数は 8,000 人程度と必ずしも際立って多いわけ
ではないが、独立運動関連イベントや講演会の様子、識者を招いてのニュース番組風の動画を豊富
に制作・配信している。このように活動の規模が大きいだけに必要となる運営資金は、独立運動の
支持者たちとクラウドファンディングによって賄われている。ニュースや時局の解説についても専
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けでなく、動画共有サイト YouTube を用いた生中継とアーカイブ映像にも大きな比重を置いてい
る。テロップなどオーバーレイさせる映像の仕上がりは、テレビのニュース番組的であり、アマ
チュア的ではあるが同時にプロフェショナルを意識している。かつてスコットランド自治議会の主
席大臣を務めたアレックス・サモンド――しかしその後 2018 年に性的スキャンダルでスコットラ
ンド国民党を追われ、自らの政党であるアルバ党を立ち上げて活動をしている――の講演会の様子
など、衆目を集める企画を多数配信している。
　この「インディペンデンスライブ・メディア」は、2013 年 11 月以降、1,000 を超える独立関連
イベントを全て無料で中継してきたと記してある通り、ポッドキャストは活動全体のなかの一部分
に過ぎない。独自の YouTube チャンネルにも 2013 年 12 月公開の動画を最古として、現時点まで
に多くの動画が公開されている。チャンネル登録者数は 8,000 人程度と必ずしも際立って多いわけ
ではないが、独立運動関連イベントや講演会の様子、識者を招いてのニュース番組風の動画を豊富
に制作・配信している。このように活動の規模が大きいだけに必要となる運営資金は、独立運動の
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門家を複数招いての対談形式での番組を制作するなど、『The Scottish Independence Podcast』が
しばしば示す個人的な感覚とは大きく異なる。『IndyLive Podcast』は組織的に、かつ従来のマス
メディアを補完、あるいは代替するオルタナティブ・メディアのひとつとして、戦略的にポッド
キャストを機能させようとしていると言えるだろう。

おわりに

　本稿では、マイノリティによる参加型文化としてポッドキャストを捉えて論点を整理した上で、
2014 年に実施されたスコットランドにおける住民投票に際して配信された二つのポッドキャスト
番組を事例として取り上げた。二つのポッドキャストは、どちらもマイノリティが自らの声を再
発見し、親密なコミュニティの感覚を醸成するメディアとして機能してきたと評価できるし、ど
ちらもスコットランド独立賛成派を後押しする点では一致していた。組織によって運営される 

『IndyLive Podcast』は、「普通のスコットランド人」の視点を強調しつつも多彩かつ完成度の高い
コンテンツを定期的に提供しており、インディペンデントなメディアではあるが、マスメディアの
代替ともなりうるオルタナティブ・メディアとしての側面が強かった。その一方で一個人によって
運営される『The Scottish Independence Podcast』の規模は『IndyLive Podcast』に比べて小さい
が、1950 年代の海賊ラジオ「ラジオ・フリー・スコットランド」のような市民的な抵抗や、ジン
やミニコミ誌のような個人的規模の参加型メディアを用いた社会運動の系譜として位置づけられる
と考えられる。いずれにせよ番組内容の詳細な内容分析や、リスナーとの双方向的なコミュニケー
ションのありかたといった実証的な研究を今後の課題とし、マイノリティ集団にとってのポッド
キャストの可能性を引き続き検討していきたい。
　本稿で言及したリチャード・ベリーやダリオ・リナレスら、多くのポッドキャスト研究者と同じ
く、私自身も 2008 年からポッドキャスターとして独自の番組を制作し、リスナーとのやりとりを
積み重ねる当事者のひとりとして、「親密性の架け橋」と呼びうるようなポッドキャストの役割を
実感してきた。ジェンキンズは「アマチュアが創るものはほとんどがとんでもなくひどいが、文化
が栄えるにはひどい作品を作り、フィードバックをもらい、改良できるような場所が必要だ」とし
て、ウェブを介して広がる草の根に民俗文化の可能性を見出した（ジェンキンズ，2021：252-3）。大衆
の日常性のなかにあるヴァナキュラー文化にとっても、多くの参加者を生み出すウェブやポッド
キャストは 21 世紀における重要な場になっている。スコットランド独立運動も、2014 年前後のよ
うに政治の表舞台に登場することはあるが、歴史的にはマイノリティによる草の根のなかに根ざし
てきた運動である。もしスコットランド独立が実現するとすれば、政治家の気まぐれやマスメディ
アのヘッドラインが結果を決するのではなく、ポッドキャストのような無数のアマチュアたちによ
るヴァナキュラー文化による「草の根の創造性」が決すると信じたい。
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Podcasting as Vernacular Culture:
New Aural Cultures in the Scottish Independence Movement

by
Masahiro Katoh

　　While podcasting as an amateur ‘radio’ production has globally achieved popularity in the twenty-first 

century, we have still not grasped the importance of this new participatory culture. Why should we distinguish 

podcasting from radio although the contents of most podcasts resemble radio programs? Why do we listen to 

amateur podcasts instead of commercial radio stations? This study aims to show that podcasting is a crucial 

media for minority groups to rediscover their vernacular voices and to develop a sense of community between 

podcasters and listeners. Firstly, this paper introduces critical arguments from recent podcast studies, focusing 

on the aurality and intimacy of podcasting. Secondly, the analysis examines two podcasts in the 2014 Scottish 

independence referendum and portrays their distinguished nature as participatory media. The Scottish 

Independence Podcast (2012–) is independently published by an ‘independent independista’ and sometimes 

shares private emotions between listeners. And the Scottish Independence Podcast – IndyLive Podcast  

(2013–) as a team production of ‘ordinary Scots’ produces well-managed contents as an alternative media to 

oppose British and Scottish national media. The result suggests the feasibility of amateur podcasting to 

accelerate the Scottish independence movement at the grassroots level, and a further survey of amateur 

podcasting would be required to show how the programs work as participatory and vernacular culture.
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